
2024年秋の大会

©日本原子力学会
- 1K_PL05 -

企画セッション | 部会・連絡会セッション：バックエンド部会

2024年9月11日(水) 13:00 ~ 14:30 K会場(講義棟B棟2F B200)

[1K_PL] 幌延国際共同プロジェクトの現状と今後の展開

座長:桐島 陽(東北大)

[1K_PL05] 総合討論

江橋 健1、江守 稔2、中田 弘太郎3 (1. NUMO、2. 原環セ、3. 電中研)

幌延国際共同プロジェクト（Horonobe International Project:HIP）が、日本をはじめ8つの
国や地域の11機関の参加を得て、令和5年から開始された。HIPは、幌延深地層研究センター
の地下施設をアジア地域の地層処分に関わる国際研究開発拠点として活用することで、国際

協力を通じて先進的な安全評価技術や工学技術に関する研究開発の成果を最大化するととも

に、次世代の研究者や技術者を育成することを目的としている。本セッションでは、HIP運
営機関であるJAEAより、HIPの目的や各研究タスクの計画と現状を紹介した後、日本の参加
機関であるNUMO、電中研、原環センターよりHIPへの意見を頂き、今後のHIPへの期待など
について総合的に討論を行う。


